
 

詳細は，情報モラル部会 Web ページをご覧ください。 http://www.sendai-c.ed.jp/~j-suisin/moral2007/moraltop.html  

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

   

   

    

      

 

   

       

 

 

情報モラル 学年別指導計画モデル 

・コンピュータ室でのマナー テレビやまんがの見方 ・住所，電話番号を簡単に教えない
・コンピュータの使い方 ・ゲ ーム　・メー ル　・保存 ・生活リズム　・ 健康面 ・相手　・ 気持ち　・落書き ・取材，撮影は相手の許可を得る 思い やり

・デ ジカメ写真を開く ・言葉の暴力　・丁寧な言い 方 ・自分の持ち物や作品には名前を記入 ・手紙の短所，長所
授業態度　聞く　見る　話す　書く ・友達の答えを見ない
勝手に人のものを使わない ・学校探検での取材のマナ ー（生活科）

・図書室　・コンピュータ室 ・デ ジタルカメラのよさ　活用方法 ・ゲー ム機器のよさ　・健康面 ・取材，撮影は相手の許可を得る
・放送室　・視聴覚室　・教室 ・撮影は相手の許可がいる ・仮想世界と現実　・マナー ・相手　・ 気持ち　・落書き ・勝手に人の作品や答えをまねしない
メディア機器→図書　テレビ　黒板・友達の画像を勝手に使わない ・言葉の暴力　・丁寧な言い 方 ・作品鑑賞のマナー （図工・音楽・書写）
コンピュー タ　ビデ オ ・生活リズ ム　・番組を選ぶ　 授業態度　聞く　見る　話す　書く ・まち探検での取材マナー （生活科）

・具体的な言い方 ・校外学習のマナー（ 学年行事）

地域，地区のために 働く人々 インターネッ トで できること ・保存　加工　掲示　情報収集 ことばのつかい方
・安全面　・文化面　・環境面 便利な検索サイトの活用 ネットワー ク活用 ・確かな情報　うそ　デマ 信頼・友情　思慮・判断
地域社会の人々との関わり方 世界中とつながるネット ・使うときに気をつけること ・具体的な言い方 ・地区探検　取材の仕方（ 社会） ・電子メー ルの長所，短所
・感謝　・ 接し方 ・不特定多数　見えない相手 ・健康面 いつ だれがどこで何をどう した ・一日の生活の仕方（保健）

・偶然出会う有害サイト ・インタビューしよう（ 国語）

・不特定多数　見え ない相手 ・不特定多数　見えない相手 ことばのつかい方
・正しい情報　確かな情報 ・正しい情報　確かな情報 ・確かな情報，うそ，デマ 規則の尊重　公徳心
IDとパスワ ードの意味・ 意義 ・インターネ ットの罠 ・利便性と留意点 ・具体的な言い方 ・ポスター セッションで発表（国語）
会員登録　個人情報　 ・ホー ムペー ジの著作権 ・公共施設見学（ 社会）

・公共機関の調べ方（社会）

・ダウ ンロー ドの危険 ・ネット中毒　依存症 ・相手に応じた適切なことば遣い ・ニュースを伝え合おう（国語） 「ネ チケット」（日本標準）
・ウイルス　・ スパイウェア ・携帯中毒　依存症 ・場所　相手　態度 ・インターネッ トで調べよう（総合） 思慮　節制

個人　家庭　学校　社会　 ・情報の流出 ・生活リズム ・わたしたちの生活と情報（社会）
コンピュー タ　携帯電話　メール ・脳のはたらき ・生活時間の工夫（家庭）

・メールの書き方，発信の仕方 ・気をつけたい受信メー ル ・生活にいかす携帯電話 ・場所　相手　態度 ・著作権，肖像権の意味理解
・電話のかけ方 なりす まし　チェー ンメ ール ・携帯電話の罠，トラブル ・生活の仕方と病気の予防（保健）

スパムメール　メ ールバトル ・公共のマナー ・情報の伝え方を考えよう（国語） ・携帯メー ルでおこる問題
ウイルスメ ール　架空請求 ・撮影のマナー

中学校　道徳との関連　『心をつ ないで…』（自作教材） 　思いやり

道徳との関連指導

・掲示板を使うときのマナーやきまり

「ネットでけんか」(日本標準）

公共（学校 ・学級）の場 でのマナー

著作 権　取 材・マナ ー 順君 のメー ル（自 作教 材）

肖像 権　著 作権 　取材 ・マナー

あたたか いこ ころを　とどけ よう
（ 自作 教材）

思 いやり　信 頼・友 情　

http :/ /www. sen da i- c. e d. jp /~m ora l1 7/ in de x. htm l

情報機器の活用と健康・生活 日常的な指導

情報機器の活用と健康・生活 日常生活でのマ ナー 個人情報　肖像権　著作権　自他のけじめコンピュータでできること

6年

総合・各教科の学習で関連指導マ ナー ，社会的意義 メ デ ィアの活用

4年

公共の場（ 学校・学級）でのマナー

 個人情報は公開しない

5年

・生活の中でどんな機器がどの
ように活用されて いるか

情報機器と生活

 サイトの情報を活用しよう

テレビの見方

ことばのつかい方，あい さつ

コンピュー タでできること

3年

2年

1年
・おえかき　・ インターネット ことばのつかい方，あい さつ

校内の情報設備　活用マナ ー 日常生活でのマ ナー

コンピュータ室の使い方

デジタルカメラのより よい 活用 ゲーム機の使い方

ネッ ト社会を考える

・ネット社会がもたらす恩恵と問
題点

地域社会との関わり方を考える インターネッ トより よい 活用

インターネットと個人の関わり インター ネットのよりよい活用

地区探検の仕方，マナー

・資料作成の場合，参考文献引用は出所
を明記

・教員研修センター 情報モラル研修教材2005

ネット社会の歩き方

適切な発信の仕方，マナー

情報モラル教材　 ・コンピュータ教育開発センター

メールの活用

個人情報を教えてもいい の？

 ネットいじめは人権侵害

インターネッ トのルールとマナー

著作権　肖像権　生活リ ズム　 情報発信 心のかけ橋（ 自作教材）

ネット社会　生活時間　情報発信・ 受信 自分を守るために

・インタ ーネット安全活 用チェック

著作 権　公 共の場

・資料 作成の 場合 ，参考 文献 引用は 出所
を明 記

スパムメールへの対応突然のメール失礼いた します。

 ネットい じめ は人権侵害  コンピュータウイルスに注意

 おもしろ半分で は無責任  チェーンメールはカット

教えてください。

 携帯電話のマ ナー

 個人情報は大切なデ ータ

インター ネットの よりよい活 用 情報 機器の 活用 と健 康・ 生活

携 帯電 話の活 用と ルー ル

VDT作業と目や体の健康H ello！

誰でも当た る！懸賞コーナー

コピー だけでは意味がないカメラ付き携帯電話のマ ナー

 ネット依存に注意

無断コピーは法律違反

 肖像権に気をつけ て

社 会の 一員 として のマナー

社 会の 一員 として のマナー

http://w ww.sendai-c.ed. jp/~ moral/

  

相手を思いやる心をはぐくむ情報教育 

電子メールの利用による友だちとのトラブルを取

り上げながら，相手の気持ちを考えて情報発信する

ことの大切さを考える。 

直接会って話すことは大切だが，携帯メールを使

って励ます方法もある。言葉だとうまく言えない自

分の気持ちをメールに込めて伝えることもできる。 

電子掲示板への心ない書き込みが，不特定多数を

巻き込んだ問題へと発展してしまうことがある。 
発信された情報に対する自分のとるべき行動につ

いて考える。 

道徳の授業実践 
中学校１年道徳 内容 2-(2) 思いやり 自作資料『心をつないで…』 

ねらい：他の人の立場や気持ちを考えて，思いを伝えていこうとする心情を育てる。 

 合唱コンクールの指揮者となった直人は，熱のこもった練習でクラスのみんなを 

引っ張っていた。コンクールの迫ったある日，直人は真剣さのあまりパートリーダ 

ーの舞に厳しい注意をしてしまう。それに反感をもったクラスメイトがこれまでの 

練習に対する不満や直人の進め方への疑問を，電子掲示板に携帯電話から次々と書 

き込みをしていく…。 

この書き込みを見た「わたし」はどんな行動をとったのでしょうか…。 

他者意識をはぐくむための指導の工夫を通して 

        成  果 
・「思いやり」を柱に中学生を対象にした自作教材

を開発した。生徒の身近な経験に，掲示板上で

のコミュニケーションによる問題提示を組み込

むことで，生徒は自分のこととして問題に向き

合うことができた。 

・道徳と技術科による連携した情報モラル教育の

取り組みが実現した。また，小学校では情報活

用・日常的な指導と結びつけた学年別の指導計

画を提案することができた。 

・保護者との情報モラル茶話会を開催し，家庭と

連携した情報モラル教育の在り方について検討

することができた。 

       課  題 

・３年間で小学校低学年から中学校までの発達段

階を考慮した教材開発ができた。今後は小学校

から中学校への接続など，より系統的な指導の

在り方や，教材の効果的な活用方法について検

討していく必要がある。 

 

・情報発信，著作権，不適切な情報への対処，情

報セキュリティなど，情報モラル教育として指

導が求められる内容項目との関係・連携の在り

方を示していき，本部会による自作教材の活用

場面をよりいっそう明確にしていく。  

平成１７年度 小学校中学年 

『順君のメール』 

１対１の関係 

平成１８年度 小学校高学年 

『心のかけ橋』 

１対複数の関係 

平成１９年度 中学校   

『心をつないで…』 

不特定多数の関係  

「情報モラル茶話会（保護者対象）」 

保護者にも情報モラルに関心を持ってもらい，一緒に考え

るきっかけづくりとして，授業公開と「情報モラル茶話会」

を企画した。全家庭に案内を配布，20 名ほどが参加した。 

保護者からは，「携帯電話を与えるときには親として時期

を見極め，家族で話し合う必要性を 

感じました。」などの感想が寄せら 

れた。情報モラルの育成には，学校 

と家庭が一体となって指導すること 

がとても重要となり，保護者との連 

携が，今後より一層求められる。 

道徳との関連を図った

自作教材とのリンク。 

情報モラルをどのよう

に指導したらよいか，

情報モラル研修教材と

リンクした計画。 

小学校低学年での授業実践 

『あたたかいこころをとどけよう』（思いやり） 

ねらい：相手の気持ちを考え行動する態度を育てる。 

手紙の書き方を教えてもらって大喜びの森の動物たち。

一緒に遊ぶ約束やおもしろかった出来事を教える手紙を書

いて友達に渡すのが最近１番のお気に入りの遊び。 

ところがある時，「リスくんなん 

かきらい！もういっしょにあそばな 

い！」と書かれた手紙が落ちていま 

した。それは，リスとけんかを 

したクマさんが怒って書いた手紙だ 

ったのです…。 

情報モラル教育では，心と知恵を育てることが大切です。 

『 心 』 相手を思いやる豊かな心情 

『知恵』 情報社会で安全に生活するための知識や態度 

この二つを両輪として，日常的かつ系統的に指導していくこ

とがたいへん重要です。顔の見えない相手へも細かな配慮や気

づかいができる，そんな児童生徒を育てていきたいものです。 

道徳の授業 ―自作資料の開発― 
（メディアとの関係） 

技術科(中学校)との連携 

◎インターネット利用上の留意点 ◎肖像権・著作権 ◎掲示板の使い方 


